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論文審査の要旨（400 字以内） 

 

他疾患で入院中の上部消化管出血例は院外発症例と比較し報告が少ない。入院中に上

部消化管出血を発症した入院発症群と院外で出血した外来発症群、計 375 症例を対象と

し比較検討した。入院発症群は、外来発症群より栄養状態が悪く、Proton pump 

inhibiter(PPI)、抗凝固薬、ステロイドの使用率が有意に高率であった。再出血率、院内

死亡率、出血関連死亡率も高率であった。多変量解析で、再出血リスクは Forrest分類Ⅰ

及びⅡa、維持透析、十二指腸出血、死亡リスクは Charlson-comorbidity index update 

score 3以上と胃潰瘍であった。入院中の上部消化管出血は栄養状態・併用薬剤・併存疾

患などが影響し、PPIの予防効果も低く、予後不良で個々の病態に応じた対策が必要であ

る。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課

へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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